
消防団災害対応力向上デジタル化事業 
提案書の評価項目及び配点 

 
【採点方法】 
   
  提案書に対して、内容を審査し、次の評価基準により評価することとする。 
 
【評価基準】 

 
評 価 項 目 

 

 
評 価 の 視 点 

 
配 点 

業務内容及び納入
実績数 

過去５年間に、国又は地方公共団体へ、消防業務に関
する物品の納入実績があるか。 ３０ 

 
業務の理解度 

仕様書の「１目的」を十分に理解した提案になってい
るか。（※１） ３０ 

提案内容の的確性 提案内容は具体的で、目的に対して的確であるか。 ３０ 

提案内容の効果 提案内容は十分な効果が期待できるか。 ３０ 

提案内容の現実性 提案内容は現実的で妥当であるか。 ３０ 

実施スケジュールは現実的で妥当であるか。 ３０ 

コスト 次の計算式により配点する。 
・満点（30点）×（見積金額のうち最低金額／ 
         自社の見積金額） （※２） 

３０ 

姿勢・説得力 この業務に対する意欲が感じられ、提案内容に説得
力があるか。 ３０ 

資料調達力・表現力 提案内容は分かりやすく、誤字・脱字等はないか。 ３０ 

評 価 点 合 計 ２７０ 

 
※１ アプリケーションにより出動指令の通知、災害情報の共有、消防団の庶務（ス 

ケジュール管理、出動報酬の計算、事務連絡等）を効率的に行える提案となっ 
ているかを評価する。 

  ※２ 小数点以下を切り捨てる。 

  
 【採点基準】 

   ５：評価の視点を満たしている。 

   ４：評価の視点を概ね満たしている。 

   ３：評価の視点を一定程度満たしている。 

   ２：評価の視点をほとんど満たしていない。 

   １：評価の視点を満たしていない。 


